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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、軟骨無形成症の全国患者会会員を対象に、ストレス反応モデルに基づく質問

紙群を用いて、その心理社会的側面と心理的適応プロセスに影響を及ぼす諸因子との関連

を検討したものである。その結果、軟骨無形成症小児は極端な低身長によるストレスを頻

繁に経験しながらも、心理社会的適応は障害されていないことが示された。対象者では、

低身長ストレスの認知が肯定的であったこと、自己効力感が高かったことがその要因とし

て考えられた。これまで明らかにされていなかった軟骨無形成症小児の心理社会的側面の

特徴と、良好な適応状況へ繋がる心理的要因を明らかにした本論文の内容は、軟骨無形成

症など身体的障害をもつ小児における心理社会的ストレスへの効果的な介入方法の手がか

りを得たものであり、明らかに学術水準を高めたものと認められる。 
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